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	2019第22次世界レムナント大会
	聖日１部：種を蒔く人 (マタ13：1ー9)
	聖日２部：聞いているが聞かない者 (マタ13：10ー17)
	伝道学：

	▲1講：契約の旅程(CVDIP) 24(ロマ16:25)→ インマヌエル(WITH、Immanuel、Oneness)

①序論(CVDIP)→C(使1:1、3、8)+V(使1:14)+D(24)+I(25/永遠)+P(237か国)

②24CVDIPの信仰→ WITH、Immanuel、Oneness

③24CVDIPの味わい→ C(集中)+V(あらかじめ答え-世界福音化)+D(問題/危機/死が来たとき答えを味わうこと)+I(みことば/祈り/伝道の流れの中に)+P(作品を作りなさい)

④24CVDIPの結果→ 創41:38、出3:18-20、Ｉサム3:19、Ｉサム16:13/Ｉサム16:23/Ｉサム17:1-47、Ｉ列6:8-24、イザ62:6-12、使27:24

⑤結論→ 私はCVDIP(契約の旅程) 24の中に･･･(証人、未信者を生かす最高のことに挑戦、たましい+みことば刻印=御座の力+疎通)

▲2講：契約の旅程(CVDIP) 24(勝利)、25(リーダー)→ 神様の時刻表
①序論(CVDIP)→ D(契約の旅程24が私の夢として)+V(神様のビジョンの中から来る夢)+C(この夢は福音の契約を正確に分かるところへ)+I(予想する正確な答え)+P(この夢は必ず世界福音化を成し遂げる)→ 25の中に入るとき-

②神様のことが私のことになる→ C(絶対不可能に挑戦)+V(絶対可能)+D(絶対計画-勝利)+I(絶対力-みことば/祈り/伝道)+P(絶対目標-237)

③レムナントを通して、伝達→ 創41:38、出5:1-12:46、Ｉサム7:1-15、Ｉサム17:1-47、Ⅱ列6:8-24、イザ62:6-12、使27:24

④レムナントの現住所→ 神様の時刻表、神様の25の中に(実践時刻表+Nobody+ここから学業/職業/産業をしなさい→ 必ず勝利!)

⑤結論→ 3つの結論(迫害は祝福の道+絶対作品+すべての所に神様の栄光/イザ60:1-2)
▲3講：契約の旅程(CVDIP) 24(勝利)、25(リーダー)、永遠(指導者)

①序論→ 神様は誰に世界を任せられたのか
②永遠のことを持った者→ 内容(使1:1、3、8三位一体の神様の奥義→ 62の生活)+時刻表(ロマ16:25-27)+背景(ピリ3:20、行く所ごとに神の国と権威が現れる。)

③永遠のことを残す者→ C(永遠の契約)+V(永遠のビジョン)+D(永遠の夢)+I(永遠の実現)+P(永遠の作品を残しなさい!)

④永遠の未来を次世代に伝える者→ 足跡+道+大路
⑤結論(今から始めなさい)→ 学業/産業(ただ-All in、唯一性=All out、再創造-All change)、ここにモデル、祈り(まことの幸せ、まことの力)
	＊序論 
▲みなさんが今日「正確な契約」を持って行かなければならない。正確な契約が私に適用されることを「メッセージ」と言う。そのために、先に知らなければならないことが、正確な時を見なければならない。イエス様がこの(マタイ13章)話をされた時はいつか。イスラエル国がとても危機な時だ。このとき、神様がみことばを与えられたのだ。神様が与えられた正確なみことば持って、六日間祈り始めれば、とても重要な3つ事が行われる。
1.種を蒔きに行く前に→ みことば握って私の霊的状態(良い畑)を回復して、種を蒔きなさい。
▲種を蒔くのに、道ばたに落ちた。それゆえ、鳥が食べてしまった。人が踏んで、車がつぶしてしまい・・・そして、岩地に落ちた。それでは根があまり下ろせないのだ。また、種を蒔いたがいばらの中に落ちた。そうしたら、ちょっと育ってトゲに押さえられて死んでしまった。イエス様は、今この話をしようとされるのではない。鳥が食べて行ったということは、サタンが奪って行ったのだ。岩地ということは、イスラエルの国の理念と思想だ。いばらの道ということは、私たちが多くの苦しみとつらさに押さえられるから死ぬのだ。

▲しかし、良い地に落ちた種一つはどうなるのか、実をどのように結ぶのか。それゆえ、イエス様が言われたみことばは、落胆しないように。無駄になるところに蒔かないように。みなさんが神様のみことばを握って祈っていれば、直ちに答えがくるのは重要なことではない。目に見えないことが行われる。答え以前に、最も重要なのが私の霊的状態だ。私が霊的な力があれば、必ず見えなくても出てくるようになっている。良い地に落ちた種はものすごい実を結ぶ。このみことばを握って行きなさい。
2.いのちの契約(1、3、8)を握って祈るとき起きる目に見えない働きと、実を結ぶようになること。
▲種一つが落ちたが、そうなる。みなさん1人が契約を握ったのに、答えはどのように来るのか。今、私がどこにいるのか、どんなみことば握っているか、どんな状態にあるかが重要だ。すると、実が出てくる。この契約を握らなければならない。それを神の国と言う。契約は目に見えないいのちの奥義だ。キリスト、神の国、ただ聖霊！この契約を握りなさい。30倍、60倍、100倍の実が起きる。
3.いのちの契約を握って福音の力を味わいながら、正確な種を蒔きなさい
▲まったく種をまくことができなくて死ねばどうなるのでしょうか。戦争が起きて、テレビンの木や樫の木をみな切っても根は切れない。それを見て「切り株」とも表現した。その切り株から新芽が出てくるようになっている。この新芽が後ほどには、幹になって木となる。森を成し遂げるようになる。目に見えないいのちに見えるが、必ずいのちは育つようになっていて、働くようになっている。今日、みなさんが本当にこの契約を握って始めなさい。
＊結論

▲みなさんが落胆する理由は何もない。契約を握って祈れば、ある日、答えが完ぺきにくる。神様がこの契約のみことば持って行って植えなさい！祈りで植えなさい！そうすれば実が出てくる。今日、正確な種を植えるみなさんになることを主イエス御名で祝福します。
	＊序論-記念碑(神殿建築)
▲これから一週間の間、祈ってみなさい。神の国の奥義！(マタ13:11)一般の人々はいくら聞いても分からない。マタイ13章は、神の国に対する説明だ。
1)三位一体の神様の奥義の働きがいつでも、すべての所に起きる。これがみなさんの大きい背景だ。

2)行く所ごとに神の国、みなさんの身分だ。
3)行く所ごとにサタンの国が縛られるのだ。これがみなさんの権威だ。
▲それでは、この契約を握ってなぜ祈らなければならないのか→ Holy Mason

1.知らないこと-偶像(サタン、悪霊崇拝)

▲人々がいくら説明しても分からずにいる。知らないこと、これを知らせて祈らなければならない。偶像崇拝はサタンと悪霊崇拝することだから、必ず霊的問題がくるのだ。
1)ピラミッド-エジプトのものすごい偶像神殿、ここから起きる霊的問題はとても大きかった。これをヨセフ、モーセが分かったのだ。分かる者に勝利の門を開けてくださる。神殿建築は、単なる建築ではない。みなさんがどんな記念碑を残すのか。
2)ダゴン神殿－聖書には偶像崇拝を絶対してはならないと言われた。サタンの通路だからだ。それゆえ、全世界のサタン神殿を防ごうということだ。それがメイソン戦争だ。
3)バアルとアシェラ、これを分かる人を神様は用いられた。エリヤとエリシャ

4)ネボ神像
5)ゼウス、ジュピター神像、ヨーロッパのすべてのマリヤ像、これが日本に・・・
▲この人たちが人々を捕虜として捕まえていって、偶像崇拝をするようにさせたのだ。全世界が、今この状態になっている。

2.解放

▲私たちが必ず持たなければならない使命だ。

1)私たちの次世代、多くの人々が奴隷になっている。
2)霊的にサタンの捕虜になっている。
3)霊的に完全に属国になっている。
4)イスラエル民族の数百万名が虐殺された。
5)完全に暗やみ文化の中に入った。

▲私たちはここで解放させるメイソン戦争をしなければならない。それゆえ、みなさんをホーリーメイソン(Holy Mason)という。
3.237か国へ攻撃
1)237か国が12のサタンの戦略に関わっている。彼らを救い出すメイソン戦争を準備しよう。
2)237か国に本格的な悪霊運動が起きている。
3)私たちはここに陥っている次世代を救い出すメイソン戦争をしなければならない。
▲私の事業はホーリーメイソン戦争だ。私の学業はホーリーメイソン戦争だ。私のすべてはホーリーメイソンとして暗やみと戦う戦争だ。
＊結論-これを祈りにつなげれば-

1)ともにの答え-ただの答えがくる。
2)インマヌエルの答え-学業/産業が唯一性に変わる。
3)全部合わさってワンネスの答えがくる。この時から再創造だ。
	
区域メッセージ31課：重職者に向けた契約の旅程(ロマ16：25-27)

私の福音とイエス・キリストの宣教によって、すなわち、世々にわたって長い間隠されていたが、今や現されて、永遠の神の命令に従い、預言者たちの書によって、信仰の従順に導くためにあらゆる国の人々に知らされた奥義の啓示によって、あなたがたを堅く立たせることができる方、知恵に富む唯一の神に、イエス・キリストによって、御栄えがとこしえまでありますように。アーメン。
序論 /　重職者に約束された祝福

1．創 12：1－3、出 3：15－20

2．ヨシ 3：1－5、6：1－5、民 14：1－10

3．オバデヤ、サレプタの女やもめ、シュネムの女

4．ダニエル、三人の友人、エステル、ネヘミヤ

5．使 1：14、2：9－11、41－42、6：1－7、7：54－60、8：4－8、9：10、ロマ 16：25－27

6．神様が重職者に与えられた確実な契約は、世界福音化である
本論

1．契約 (Covenant) － 重職者の職分と位置自体が契約であり、祝福である
1)　当然の祝福が備えられている
2) 必然的な時刻表が見える

3) 絶対的な使命が見える
2．ビジョン (Vision)　－ 重職者は教会でビジョンを見つけなければならない
1)　問題が生じたとき

2)　危機が訪れたとき

3)　答えが与えられたとき
3．夢 (Dream)　－ 重職者の職業が夢を叶えるのである
1) 出エジプト時代の重職者　－ 幕屋運動

2)　王政時代の重職者　－　神殿運動

3)　初代教会時代の重職者 － 教会運動
4)　教会中心にすべての夢を成し遂げて行くべきである
5) 答えは正確な時刻表に従って与えられる
4．イメージ (Image) － 重職者が握るべき答え (プリスカとアクラ)

1) 始まり － 使 2：10

2) 出会い － 使 18：1－4

3) Remnant運動 － 使 18：24－28

4) 地教会　－ Ⅰコリ 16：19

5) ローマ福音化の同労者 － ロマ 16：3－4

5．作品 (Practice) － 重職者が残す作品
1)　エペ 4：11－16 － 教会を建てる作品
2)　伝道者の生活62 － 一生の答えが出る作品
3) 7現場(福祉、未自立、NGO、文化、難民/脱北者、エリート、癒し)を生かす作品
結論 /　重職者はロマ 16：25－27 の祝福の証人である




1)聖日1部(7月28日)→霊的問題を持った者を生かす神殿 (マタ12：38ー45)
▲本当に答えを受けようとするなら答えを受ける重要な契約を握らなければならない。サタンがもたらす12の問題の解答は“キリスト”だ。

①キリストが主人になるとき、暗やみの勢力は崩れるようになる。

②キリストの御名で祈って、サタンを退ければ神の国が臨んだのだ。
③今、悪い霊に捕われて死んでいく人を生かしなさい。
④結論-今日1分だけでも私の家、私の現場にあるすべての暗やみの勢力がイエス・キリストの御名で縛られるように祈ってみなさい。
2)聖日2部（7月28日)→世界宣教の黄金漁場 (使18：1ー4)
▲祈りの答えを受けるためにまずはじめにしなければならないことは、神様の契約を正確に握ることだ。何が重要なのか、何をするのか知っている人は答えを受ける人!

①世界化の福音を握ったのだ-カルバリの丘、オリーブ山、マルコの屋上の間

②世界化の技能を与えられた(使18:1-4)-プリスカ夫婦(テント)、この時代テコンドー宣教
③世界宣教の技能になる。(ロマ16:3-4)-同労者、いのちをかけた者
④結論→ 神様が与えられた契約と機会を握りなさい。
3)区域教材(7月28日)→ 30課:伝道者の旅程9-伝道弟子の契約の旅程(使1:8)

▲レムナントは毎日のように、どこでも1日3作品→ ロマ16:25(永遠の過去、使1:1)、ロマ16:26(永遠の今日、使1:3)、ロマ16:27(永遠の未来、使1:8)

①Covenant→ 福音の旅程が見える。

②Vision→ 伝道の旅程が見える。
③Dream→ 夢をかなえる旅程がある。

④Image→ 神様のみことばの力と祈りで成就していく。
⑤Practice→ 世界福音化の旅程がある。今でも三位一体の神様の働きは続いている。(みことばで働き+3つののろいをなくすこと+聖霊の力で働く)
4)朝食会堂会(7月28日)→ 海外レムナント(使1:1、3、8)

①散らされた者(Diaspora)→ 強制的に奴隷、捕虜として行く+知らずに行った人々(移住民)+知って行った人々(商人、征服者、レムナント)

②みなさんに力が必要で→ WITH/Immanuel/Oneness+キリスト/神の国/証人+霊的サミット/技能サミット/文化サミット
③信仰を持って試み→ 深い祈り(システム)+24/25/永遠+特別祈り(計画発見)

④結論(参考にすること)→ からだ(免疫力)+脳(1000億個を越える細胞)+たましい(御座と通じるシステム)

5)テキコの集い(7月28日)→ 生活宣教師+霊的サミット宣教師+ただ/唯一性/再創造の宣教師
▲MKに対する自尊心を持ちなさい→ 祈りの手帳を活用して、伝道日誌を記録しなさい。
①みなさんは生活宣教師になりなさい→ レムナント7人を見なさい
②みなさんは霊的サミット宣教師になりなさい→ 5つの力が出てくる。
③みなさんはただ、唯一性、再創造の宣教師だ→ とても低いところから始めれば良い。
6) 237牧会伝道神学訓練院発隊式(7月31日)→ 未自立教会を生かす牧会伝道神学訓練院
①初代教会開始→ 使1:3、使1:8、使1:11

②正しい伝道→ 使2:1-47、使11:19-30、ロマ16:1-27

③レムナント中のレムナント(PK)→ 傷、困難、放棄→ 心を集めてPK生かして、牧会者が正しい伝道できるように助けよう。
7)世界レムナント大会-伝道者の告白(7月31日～8月1日)→ 

▲１番目の告白:救いの次に与えられた特別な贈り物-祈り
①救われたみなさんにはたしかに聖霊がともにおられる→ レムナントは今日から深い祈りの時間の中に入りなさい。
②祈り時間に三位一体の神様の力が臨むのだ。答えは最もふさわしいときに、神様が与えられるのだ。それを味わうのだ。

③レムナントは失望したり揺れたりしないように→ むしろ神様に向かった深い祈りを始めなさい。みなさんに最も必要なことは霊的力だ→ 24祈り!

▲2番目の告白:救われた者に与えられた贈り物3つ

①インマヌエル→ 24インマヌエル(WITH+Immanuel+Oneness)

②聖霊の導き→ だまされなければ良い。
③聖霊の満たし→ 再創造の祝福を持って生かさなければならない。
8)世界レムナント大会(7月30日- 8月2日)→ 「世の中の枠を変えなさい!」(使27:24)

▲1講:契約の旅程(CVDIP) 24(ローマ16:25)→ インマヌエル(WITH、Immanuel、Oneness)

①序論(CVDIP)→ C(使1:1、3、8)+V(使1:14)+D(24)+I(25/永遠)+P(237か国)　
②24CVDIPの信仰→ WITH、Immanuel、Oneness

③24CVDIPの味わい→ C(集中)+V(あらかじめ答え-世界福音化)+D(問題/危機/死がきたとき答えを味わうこと)+I(みことば/祈り/伝道の流れの中に)+P(作品を作りなさい)

④24CVDIPの結果→ 創41:38、出3:18-20、Ｉサム3:19、Ｉサム16:13/Ｉサム16:23/Ｉサム17:1-47、Ｉ列6:8-24、イザ62:6-12、使27:24

⑤結論→ 私はCVDIP(契約の旅程) 24の中に・・・(証人、未信者を生かす最高のことに挑戦、たましい+みことば刻印=御座の力+疎通)

▲2講:契約の旅程(CVDIP) 24(勝利)、25(リーダー)→ 神様の時刻表
①序論(CVDIP)→ D(契約の旅程24が私の夢として)+V(神様のビジョンの中から来る夢)+C(この夢は福音の契約を正確に分かるところへ)+I(予想する正確な答え)+P(この夢は必ず世界福音化を成し遂げる)→ 25の中に入る時-

②神様のことが私のことになる→ C(絶対不可能に挑戦)+V(絶対可能)+D(絶対計画-勝利)+I(絶対力-みことば/祈り/伝道)+P(絶対目標-237)

③レムナントを通して、伝達→ 創41:38、出5:1-12:46、Ｉサム7:1-15、Ｉサム17:1-47、Ⅱ列6:8-24、イザ62:6-12、使27:24

④レムナントの現住所→ 神様の時刻表、神様の25の中に(実践時刻表+Nobody+ここで学業/職業/産業をしなさい→ 必ず勝利!)

⑤結論→ 3つ結論(迫害は祝福の道+絶対作品+すべての所に神様の栄光/イザ60:1-2)

▲3講:契約の旅程(CVDIP) 24(勝利)、25(リーダー)、永遠(指導者)

①序論→ 神様は誰に世界を任せられたのか
②永遠のことを持った者→ 内容(使1:1、3、8三位一体の神様の奥義→ 62生活)+時刻表(ロマ16:25-27)+背景(ピリ3:20、行く所ごとに神の国と権威が現れる。)

③永遠のことを残す者→ C(永遠の契約)+V(永遠のビジョン)+D(永遠の夢)+I(永遠の実現)+P(永遠の作品を残しなさい!)　
④永遠の未来を次世代に伝える者→ 足跡+道+大路
⑤結論(今から始めなさい)→ 学業/産業(ただ-All in、唯一性=All out、再創造-All change)、ここにモデル、祈り(まことの幸せ、まことの力)
9)区域教材(8月4日)→ 31課:伝道者の旅程10-重職者の契約の旅程(ロマ16:25-27)
週間メッセージの流れ(2019.07.28.-2019.08.03.)








